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コ
ロ
ナ
禍
の
周
遊

促
進
イ
ベ
ン
ト

実
施
事
業

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

事
業

避
難
所
等
感
染
症
対
策

用
品
購
入
事
業

飲
食
店
応
援

割
引
事
業 ,000 （税込）以上の飲食で

 00
2,000 （税込）以上の飲食で

1,000

 
い
し
く
応
援

す
る
ぴ
ょ
ん
！

令和4年7月1 日～10月1 日

一
人
あ
た
り

開
催
期
間

一
人
あ
た
り

 

 

 頭町
鳥取県

　
公
共
施
設
、
避
難
所
等
に
お
け
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
防
止
を
図
る

た
め
、
空
気
清
浄
機
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
サ
ー

マ
ル
カ
メ
ラ
等
を
購
入
す
る
も
の
。

　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
総
額
１
１
３
億
６
４
５
２
万
円
と
な
り
、
２
億
８
０
万
円
の
増
額
補
正
で
し
た
。
補
正
予
算
の

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
行
政
情
報
を
迅
速
に
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
構

築
し
、
ネ
ッ
ト
発
信
の
強
化
を
図
る
も

の
。

　
観
光
資
源
を
活
用
し
、
家
族
や
友
人

等
の
少
人
数
で
町
内
を
周
遊
す
る
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
、
観
光
振
興
を
図
る
も

の
。

　
町
内
飲
食
店
を
支
援
す
る
た
め
、
町

民
が
事
業
参
加
店
舗
で
飲
食
し
た
代
金

を
割
り
引
く
こ
と
で
町
内
の
飲
食
店
を

応
援
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

897万円

500万円

3,018万円

1,155万円
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��
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令
和
４
年
６
月
定
例
会
（
６
月
９
日
～
21
日
）
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庁
舎
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク

シ
ス
テ
ム
設
置
事
業

町
道
カ
セ
才
１
号
線

道
路
改
良
事
業

都
市
計
画
事
業

八
頭
町
文
化
交
流
プ
ラ
ザ

管
理
事
業

道
路
橋
梁
維
持
事
業

町
営
バ
ス
車
庫
新
設
事
業

保
育
業
務
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業

ふ
る
里
の
森
施
設

改
修
事
業

　
八
東
・
船
岡
庁
舎
の
宿
日
直
廃
止
に

向
け
て
、
各
庁
舎
に
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
も
の
。

　
町
営
バ
ス
の
車
庫
と
し
て
旧
郡
家
商

工
会
跡
地
に
新
設
す
る
も
の
。

　
ふ
る
里
の
森
の
シ
ャ
ワ
ー
室
、
管
理

棟
屋
根
の
改
修
等
を
行
う
も
の
。

　
保
育
業
務
に
関
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
支

援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
係
る
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
も
の
。

　
町
道
カ
セ
才
１
号
線
道
路
改
良
事
業

に
係
る
用
地
購
入
等
を
行
う
も
の
。

　
八
頭
町
文
化
交
流
プ
ラ
ザ
の
開
設
に

あ
た
り
、
備
品
購
入
及
び
看
板
等
の
設

置
等
に
係
る
経
費
。

　
郡
家
地
区
排
水
計
画
調
査
及
び
郡
家

駅
周
辺
基
礎
調
査
を
委
託
す
る
も
の
。

　
町
道
管
理
及
び
町
道
中
学
校
線
等
道

路
整
備
に
係
る
測
量
設
計
を
委
託
す
る

も
の
。

650万円

700万円

500万円 877万円

548万円

1,007万円

2,368万円

1,378万円
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本庁舎 旧丹比小学校

旧八東小学校 中央公民館

八頭町公共施設等調査特別委員会を設置

　八頭町では、平成 29 年３月に「八頭町公共施設等管理計画」を策定し、令和４年３月に一部

改正されました。この管理計画によると八頭町の公共施設は 277 施設、施設分類別では、学校

教育施設が全体の 19.4％と最も多く、続いて農業施設 15.2%、町営住宅が 7.9％、後はその他の

施設となっています。

　また、建築後 30 年以上経過している施設は全体の約 45% を占め、10 年後には約 70% が 30

年以上経過することとなり、公共施設の老朽化が進んでいます。

　このことから、八頭町議会においても、社会情勢や施設の状況等を踏まえながら、適切な維

持管理、補修及び更新等を計画的に推進するため八頭町公共施設等調査特別委員会を設置した

ものです。

八頭町公共施設等調査特別委員会の概要

１　設置目的

　八頭町公共施設の整備及び適正な配置・運営等に関する事項について調査検討を行うため、

特別委員会を設置する。

２　調査検討事項

（１）特別委員会に付託された施設の調査検討に関すること。

（２）その他必要事項に関すること。

３　特別委員会の名称と委員定数等

（１）特別委員会の名称を「八頭町公共施設等調査特別委員会」と称する。

（２）特別委員会の委員の定数は 13 名（議長を除く議員）とし、令和４年６月 10 日付で発足する。

４　調査期間

　２に掲げる調査事項が終了するまでとし、閉会中も委員会を開くことができるものとする。
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　八頭町では町が資本金・基本金等を４分の１以上出資している法人の経営状況を議会に報告

することを条例で定めています。６月定例会で決算報告がありましたのでお知らせします。

一般財団法人八頭町農業公社 八東地域振興株式会社

八頭町土地開発公社 若桜鉄道株式会社

事務局長　山嵜敏雄さん

　農地の管理が困難な方と大

型農家、担い手間での賃貸契

約の窓口や八頭町の梨、柿等

の果樹振興のお手伝いや就農

の相談も受け付けています。

また、八頭米ブランド化推進協会事務局とし

て、特別栽培米「神兎」を県内や関西圏の消

費者に販売しています。

所長　松下聡子さん

　八東フルーツ総合センター

などの運営をする中で、「フ

ルーツ」「バイク」「鉄道」「音楽」

の４つを柱とした事業により、

八東地域への交流・関係人口

の増加を狙います。

　また、着実な経営管理・業務効率の改善、

接客マナーの向上など、基本的な整備を着実

に行います。

代表取締役社長　上川元張さん

　若桜鉄道株式会社は今年 10

月で 35 周年を迎えます。

　コロナの収束に向けて観光

誘客にも力を入れ、沿線の皆

様のご利用も高めながら、持続可能な鉄道経

営を目指します。八頭町の皆様には若桜鉄道

を引き続きよろしくお願いします。

八頭町が出資している一般社団法人並びに

株式会社の経営状況報告

平成25年5月24日設立　八頭町 2,000万円出資（100％） 平成7年9月25日設立　八頭町 1,000万円出資（62.5％）

昭和49年5月4日設立　八頭町 500万円出資（100％） 昭和62年8月6日設立　八頭町 3,265万円出資（32.7％）

事業活動収入　　　　１７, ５２４, ４８３円

事業活動支出　　　　１７, ４５０, １７３円

当期収支決算額 　　　　　　７４, ３１０円

事業活動収入 　　　　６０, ９２９, ６５５円

事業活動支出 　　　　６２, ７４６, ５２５円

当期収支決算額 　　　△１, ８１６, ８７０円

事業活動収入 　　　　　　　　２, ３２７円

事業活動支出 　　　　　　　７３, ２００円

当期収支決算額 　　　　　△７０, ８７３円

事業活動収入　　　２８３, ０６９, ６０６円

事業活動支出　　　２８６, ５３９, ８２７円

当期収支決算額　　　△３, ４７０, ２２１円

理事長　北村大司さん

　土地開発公社は、地方公共

団体が必要とする公共事業用

地等の先行取得等が主な業務

です。

　昨年は主だった事業がございませんでした

が、今後、該当の事業があれば、しっかりと

役割を果たしたいと考えております。
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そ
の
他
の
議
案

議
員
発
議

◇
議
案
第
70
号
（
可
決
）

八
頭
町
公
共
下
水
道
竹
ノ
下
排
水
区
雨

水
幹
線
の
建
設
工
事
委
託
に
関
す
る
協

定
（
そ
の
２
）
の
締
結

〇
協
定
金
額 

１
億
３
，
０
０
０
万
円

〇
協
定
の
相
手

　
日
本
下
水
道
事
業
団

　
代
表
者
　
理
事
長
　
森
岡
　
泰
裕

◇
議
案
第
71
号
（
可
決
）

八
頭
町
芸
術
文
化
交
流
プ
ラ
ザ
条
例
の

制
定

　
旧
安
部
小
学
校
を
改
修
し
た
「
八
頭

町
芸
術
文
化
交
流
プ
ラ
ザ
」
の
整
備
に

伴
い
、
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
し

て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
新
た
に

条
例
を
制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

◇
議
案
第
72
号
（
可
決
）

八
頭
町
公
民
館
条
例
の
一
部
改
正

　
「
八
頭
町
芸
術
文
化
交
流
プ
ラ
ザ
」
の

設
置
に
伴
い
、
安
部
地
区
公
民
館
を
移

転
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し

よ
う
と
す
る
も
の
。

◇
議
案
第
73
号
（
可
決
）

八
頭
町
の
議
会
議
員
及
び
長
の
選
挙
に

お
け
る
選
挙
運
動
の
町
費
負
担
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　
公
職
選
挙
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令
（
令
和
４
年
４
月
６
日
公
布
）

の
施
行
に
伴
い
、
町
議
会
議
員
及
び
町

長
の
選
挙
に
お
い
て
関
連
す
る
選
挙
公

営
の
単
価
を
改
正
す
る
も
の
。

◇
発
議
第
３
号
（
否
決
）

農
地
法
違
反
事
案
に
関
わ
る
行
政
手
続
き

調
査
の
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
発
議

　
提
出
者
　
小
原
　
徹
也
　
議
員

　
賛
成
者
　
川
西
　
　
聡
　
議
員

　
　
　
　
　
森
　
亜
紀
子
　
議
員

　
　
　
　
　
岡
嶋
　
正
広
　
議
員

（
提
案
理
由
）

　
農
地
法
違
反
事
案
に
関
わ
る
行
政
手

続
き
調
査
の
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る

発
議
。

　
本
町
内
で
起
き
た
農
地
法
違
反
に
対

し
、
地
方
自
治
法
第
１
０
０
条
の
調
査

権
を
行
使
し
、
行
政
手
続
を
調
査
す
る

も
の
。

　

反
対
討
論

　
矢
部
　
啓
祐 

議
員

　

１
０
０
条
調
査
権
は
町
村
の
事
務
に

つ
い
て
調
査
で
き
る
強
力
な
権
限
の
た

め
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
で
は
①
政

治
的
な
争
い
の
た
め
②
個
人
の
秘
密
に

及
ぶ
こ
と
③
個
人
攻
撃
の
手
段
に
利
用

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
あ
る
。
慎

重
を
期
す
べ
き
と
考
え
、
反
対
を
す
る
。

賛
成
討
論

　
森
　
亜
紀
子 

議
員

　
提
案
理
由
に
あ
る
行
政
手
続
き
に
問

題
が
あ
っ
た
の
か
。
な
け
れ
ば
何
故
、

農
地
法
違
反
と
県
は
断
定
し
た
の
か
住

民
へ
説
明
す
る
為
の
調
査
は
必
要
。
個

人
で
調
べ
た
が
違
反
の
経
緯
が
わ
か
ら

な
か
っ
た
の
で
、
調
査
す
る
委
員
会
の

設
置
は
必
要
で
あ
る
。

賛
成
討
論

　
岡
嶋
　
正
広 

議
員

　
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
っ
た
の

か
。
個
人
に
対
し
て
で
は
な
く
行
政
手

続
き
を
調
査
し
た
い
と
い
う
事
。
そ
の

結
果
ど
こ
に
問
題
が
あ
っ
た
か
を
明
ら

か
に
し
、
農
業
行
政
の
施
行
に
お
い
て

町
民
か
ら
疑
問
が
生
じ
な
い
よ
う
今
後

に
生
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

反
対
討
論

　
尾
島
　
　
勲 

議
員

　
１
０
０
条
委
員
会
に
よ
る
調
査
結
果

は
、
人
権
の
一
時
停
止
に
繋
が
る
恐
れ

な
ど
も
あ
る
。

　
調
査
目
的
・
調
査
事
項
・
調
査
プ
ロ

セ
ス
が
曖
昧
模
糊
な
発
議
に
対
し
、
賛

成
で
き
る
ほ
ど
の
度
量
を
私
は
持
ち
合

わ
せ
て
い
な
い
。
反
対
討
論
と
す
る
。

賛
成
討
論

　
川
西
　
　
聡 

議
員

　

反
対
討
論
で
「
事
の
内
容
が
伝
わ
っ

て
こ
な
い
」
と
言
わ
れ
た
が
、
道
理
や

筋
道
ま
た
理
性
的
な
判
断
を
す
れ
ば
理

解
で
き
る
。
ど
う
し
て
違
反
が
起
き
た

か
、
な
ぜ
そ
れ
を
20

年
間
放
置
し
て
い

た
の
か
等
を
調
査
で
き
る
の
は
議
会
し

か
な
い
。
町
民
目
線
で
当
然
だ
。

反
対
討
論

　
川
西
美
恵
子 

議
員

　

地
方
自
治
法
１
０
０
条
の
調
査
権
は
、

極
め
て
強
力
な
権
限
を
持
つ
。
平
成
14

年
か
ら
20

年
間
に
わ
た
っ
て
の
関
係
人

の
出
頭
や
証
言
、
記
録
の
提
出
を
求
め

る
よ
う
な
強
権
的
な
調
査
権
を
発
動
す

る
こ
と
に
反
対
。
農
業
委
員
会
の
判
断

を
待
つ
べ
き
で
あ
る
。

反
対
討
論

　
中
村
　
美
鈴 

議
員

　

過
去
20

年
前
の
事
を
、
問
題
に
し
て

議
員
全
員
が
介
入
す
べ
き
で
な
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
も
っ
と
す
べ
き
仕
事

が
山
積
だ
。
価
値
を
置
く
べ
き
は
対
立

よ
り
も
協
力
す
べ
き
。
当
時
の
事
を
知

る
人
は
こ
こ
に
は
い
な
い
。
１
０
０
条

委
員
会
は
大
変
重
い
と
考
え
反
対
す
る
。
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処
分
要
求

◇
尾
島
勲
議
員
に
対
す
る
処
分
要
求

　
提
出
者
　
小
原
　
徹
也 

議
員

（
提
案
理
由
）

　
６
月
10

日
の
本
会
議
に
お
い
て
、「
い

つ
も
の
４
人
」「
モ
ラ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

だ
」
の
尾
島
勲
議
員
の
発
言
に
対
し
て
侮

辱
と
と
ら
え
、
懲
罰
を
要
求
す
る
も
の
。

（
懲
罰
特
別
委
員
会
委
員
長
報
告
）

　
委
員
長
　
奥
田
の
ぶ
よ 

議
員

　
懲
罰
特
別
委
員
会
の
審
査
結
果
は
、

「
懲
罰
を
課
す
べ
き
で
は
な
い
と
認
め

た
」
と
報
告
し
た
。

　
討
論
と
採
決
は
、
懲
罰
特
別
委
員
会

の
委
員
長
報
告
に
つ
い
て
賛
成
か
反
対

か
で
行
い
、
可
決
さ
れ
た
。

　反
対
討
論

　
小
原
　
徹
也 

議
員

　
発
議
を
議
長
が
、
全
員
協
議
会
で
諮

る
と
前
提
の
約
束
だ
っ
た
。
し
か
し
、

議
長
は
発
議
を
必
要
な
い
と
諮
ら
な

か
っ
た
。
発
議
者
に
対
す
る
尾
島
議
員

の
「
い
つ
も
の
４
人
・
モ
ラ
ル
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
」
の
発
言
は
侮
辱
に
値
す
る
。

懲
罰
委
員
会
の
審
査
は
い
か
が
な
も
の

か
と
思
う
。

反
対
討
論

　
森
　
亜
紀
子 

議
員

　「
不
適
切
な
発
言
で
は
？
」
と
町
民
の

声
を
聞
い
た
。
見
ら
れ
た
方
の
受
け
取

り
方
は
多
種
多
様
で
あ
る
。
私
も
発
言

の
撤
回
を
議
長
に
申
し
入
れ
を
し
た
が

無
回
答
。
住
民
に
誤
解
さ
れ
る
よ
う
な

発
言
は
撤
回
を
求
め
た
い
。
互
い
を
認

め
合
う
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

賛
成
討
論

　
山
根
張
太
郎 

議
員

　
実
際
に
尾
島
議
員
の
発
言
が
ま
さ
に

懲
罰
に
値
す
る
内
容
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
な
い
の
で
、
委
員
会
の
決
定
に
賛
成

す
る
。

反
対
討
論

　
川
西
　
　
聡 

議
員

　
審
議
の
中
で
「
侮
辱
発
言
は
、
だ
れ

が
考
え
て
も
侮
辱
だ
と
い
わ
れ
る
も
の

以
外
は
侮
辱
発
言
で
は
な
い
」
と
発
言

し
た
委
員
が
い
た
。
こ
れ
で
は
、
発
言

さ
れ
て
侮
辱
を
受
け
た
と
感
じ
た
立
場

の
重
視
は
吹
き
飛
ぶ
。「
い
つ
も
の
４

人
」
発
言
は
、
尾
島
議
員
も
余
計
な
発

言
だ
っ
た
と
認
め
た
。

賛
成
討
論

　
川
西
美
恵
子 

議
員

　
地
方
自
治
法
の
１
３
３
条
の
侮
辱
に

対
す
る
処
置
で
処
分
要
求
を
さ
れ
た
も

の
。
懲
罰
と
し
て
は
戒
告
、
陳
謝
、
出

席
停
止
、
除
名
の
処
分
が
あ
る
。「
い
つ

も
の
４
人
」「
モ
ラ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」

が
無
礼
の
発
言
に
は
該
当
し
な
い
。
懲

罰
を
科
す
べ
き
で
は
な
い
。

令
和
４
年

第
４
回
臨
時
会

４
月
14
日

◇
議
案
第
60
号
（
可
決
）

八
頭
町
税
条
例
等
の
一
部
改
正

 

（
専
決
処
分
）

　「
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
八

頭
町
税
条
例
等
の
所
要
の
改
正
を
行
っ

た
も
の
。

◇
議
案
第
61
号
（
可
決
）

八
頭
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正 

（
専
決
処
分
）

　「
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令
」
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
八
頭
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

所
要
の
改
正
を
行
っ
た
も
の
。

◇
議
案
第
62
号
（
可
決
）

固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
の
同
意

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
税
務
課
長
に
就

任
し
た
、
奥
平
徹
氏
を
選
任
す
る
も
の
。

◇
議
案
第
63
号
（
可
決
）

姫
路
公
園
の
指
定
管
理
者
の
指
定

○
指
定
管
理
料
（
年
額
） 
４
４
０
万
円

○
指
定
管
理
者

　
株
式
会
社
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｐ
ｌ
ａ
ｙ
ｓ

　
代
表
取
締
役
　
奧
村
　
隆
史

○
期
間

　
令
和
４
年
４
月
15

日
～
７
年
３
月
31

日

反
対
討
論

　
小
原
　
徹
也 

議
員

　
行
政
は
も
っ
と
き
ち
っ
と
し
た
責
任

を
持
っ
て
、
選
定
委
員
会
の
判
断
を
こ

の
議
会
の
議
案
と
し
て
議
場
に
持
ち
込

む
べ
き
と
い
う
思
い
が
あ
る
の
で
、
反

対
と
す
る
。

賛
成
討
論

　
森
　
亜
紀
子 

議
員

　
指
定
管
理
の
新
規
参
入
に
よ
り
、
施

設
の
適
正
な
管
理
と
運
営
を
期
待
し
た

い
。
よ
っ
て
賛
成
す
る
。

◇
議
案
第
64
号
（
可
決
）

令
和
４
年
年
度
八
頭
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

　
一
般
会
計
の
歳
入
・
歳
出
予
算
総
額

に
、
そ
れ
ぞ
れ
１
億
１
千
２
６
６
万
８

千
円
を
追
加
す
る
も
の
。

（
主
な
歳
出
）

○
町
内
事
業
者
応
援
商
品
券
発
行
事
業

 

９
，
２
８
０
万
円

○ 

町
内
観
光
・
宿
泊
施
設
等
利
用
料
補
助

 

１
，
０
５
０
万
円
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◇
報
告
第
１
号

債
権
の
放
棄
（
簡
易
水
道
料
金
）

　
債
務
者
の
倒
産
、
死
亡
及
び
、
生
活

保
護
等
の
生
活
困
窮
に
よ
り
、
徴
収
困

難
と
な
っ
た
簡
易
水
道
料
金
、
91

万
円

の
債
権
を
放
棄
し
た
も
の
。

◇
報
告
第
２
号

債
権
の
放
棄
（
公
共
下
水
道
使
用
料
）

　
債
務
者
が
執
行
停
止
後
３
年
継
続

し
、
債
務
が
消
滅
し
た
も
の
で
、
徴
収

困
難
と
な
っ
た
公
共
下
水
道
料
金
、
17

万
円
の
債
権
を
放
棄
し
た
も
の
。

◇
報
告
第
３
号

債
権
の
放
棄
（
農
業
集
落
排
水
使
用
料
）

　
債
務
者
の
死
亡
、
生
活
保
護
等
の
生

活
困
窮
に
よ
り
、
徴
収
困
難
と
な
っ
た

農
業
集
落
排
水
使
用
料
、
81

万
円
の
債

権
を
放
棄
し
た
も
の
。

令
和
４
年

第
５
回
臨
時
会

５
月
６
日

◇
議
案
第
65
号
（
可
決
）

備
品
購
入
契
約
の
締
結

（
除
雪
ド
ー
ザ
購
入
事
業
（
５
ｔ
級
）
）

　
除
雪
車
の
購
入
に
よ
り
、
除
雪
作
業

の
充
実
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
。
財
源

は
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
及
び

公
共
事
業
債
。

○
契
約
金
額 

１
，
０
６
７
万
円

○
契
約
の
相
手

　
三
協
建
機
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
　
民
野
　
純
男

　
納
入
期
限
　
令
和
５
年
３
月
31

日

質
疑

　
川
西
美
恵
子 

議
員

　
財
源
に
過
疎
債
が
適
用
さ
れ
て
い
な

い
が
。

答
弁

　
吉
田
町
長

　
９
月
議
会
を
目
途
に
町
全
体
の
新
た

な
過
疎
計
画
を
上
程
し
た
い
。
そ
の
計

画
が
で
き
れ
ば
起
債
の
振
り
替
え
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
う
。

◇
議
案
第
66
号
（
可
決
）

備
品
購
入
契
約
の
締
結

（
除
雪
ド
ー
ザ
購
入
事
業
（
３
・
６
ｔ
級
）
）

　
除
雪
作
業
の
充
実
を
図
ろ
う
と
す
る

も
の
。
財
源
は
、
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
及
び
過
疎
債
。

○
契
約
金
額 

７
１
５
万
円

○
契
約
の
相
手

　
三
洋
重
機
株
式
会
社

　
取
締
役
社
長
　
鎌
田
　
清

　
納
入
期
限
　
令
和
５
年
３
月
31

日

令
和
４
年

第
６
回
臨
時
会

５
月
27
日

◇
議
案
第
67
号
（
可
決
）

令
和
４
年
度
八
頭
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
） 

（
専
決
処
分
）

　
６
月
よ
り
開
始
と
な
る
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
を
早

急
に
整
備
す
る
た
め
、
一
般
会
計
の
歳

入
・
歳
出
予
算
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
２

３
７
０
万
円
余
を
追
加
し
た
も
の
。

◇
議
案
第
68
号
（
可
決
）

八
頭
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
の
答
申

を
尊
重
し
、
八
頭
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
に
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

◇
議
案
第
69
号
（
可
決
）

令
和
４
年
度
八
頭
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

　
一
般
会
計
の
歳
入
・
歳
出
予
算
総
額

に
、
そ
れ
ぞ
れ
６
６
２
６
万
８
千
円
を

追
加
す
る
も
の
。

（
主
な
歳
出
）

○
生
活
困
窮
者
特
別
給
付
金
事
業

 

４
２
７
０
万
円

 

（
一
世
帯
10

万
円
）

○ 

低
所
得
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

給
付
金
事
業

 

２
２
５
０
万
円

 

（
一
世
帯
５
万
円
）
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件　　　　　　　　　名 提　　出　　者 結果 理　　　由

女性トイレの維持及びその安心安

全の確保について

女性スペースを守る会

共同代表　飯野　香里　

他３名

採　択 陳情の趣旨を認めた｡

国の「水田活用直接支払交付金」

の見直しの白紙撤回を求める陳情

全日本農民組合鳥取連合会

会長　鎌谷　一也
採　択 陳情の趣旨を認めた｡

国民の祝日「海の日」を7月20日

に固定化する意見書の提出を求め

る陳情

海事振興連盟

会長　衛藤征士郎
不採択

観光等の景気経済

対策及び余暇の充

実を図る、ハッピー

マンデーが定着し

ているため。

沖縄を「捨て石」にしない安全保

障政策を求める意見書の提出を求

める陳情

辺野古を止める！全国基地引

き取り緊急連絡会

代表　漆山ひとみ

不採択

沖縄以外の国内に

基地を置く国防な

ど、安全保障・外

交は国の専権事項

であるため。

地方財政の充実・強化を求める陳情

自治労鳥取県本部

執行委員長　山口　一樹

他１名

採　択 陳情の趣旨を認めた｡

日本政府に核兵器禁止条約の批准

を求める意見書の提出を求める陳情

鳥取県原爆被害者の会

会長　梶川　道子

他２名

不採択

国際社会における

国家としての存立

に係わる、国防・

外交は国の専権事

項であるため。

消費税インボイス制度の実施中止

を求める陳情

鳥取民主商工会

会長　奥田　清治
不採択

適正な納税を求め

るための制度であ

り、税の公平性の

観点から必要であ

る。

中国共産党による臓器収奪の即時

停止ならびに人権状況の改善を求

める意見書の提出に関する陳情

井田　敏美 不採択

中国共産党による

臓器収奪の事実が

不明確であるため。
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人
権
研
修
を
開
催
し
ま
し
た

日
程
・
会
場

　
令
和
４
年
５
月
27

日

　
船
岡
庁
舎

内
容

・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴

　 『
セ
ク
ハ
ラ
パ
ワ
ハ
ラ
処
方
箋
最
新

「
最
新
対
処
法
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
」
』

・
意
見
交
換
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ウ
ォ
ー
ク

　
八
頭
町
人
権
推
進
員
の
松
田
さ
ん
、

水
本
さ
ん
を
講
師
に
議
員
同
士
グ
ル
ー

プ
を
作
り
実
施
し
ま
し
た
。

　
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
は
「
怒

り
と
上
手
に
付
き
合
う
」
「
怒
り
の
感

情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
」
た
め
の
心

理
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
で
す
。

　
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
は
「
６
秒
ル
ー
ル
」
怒
り

を
６
秒
数
え
て
我
慢
す
る
と
い
っ
た
具

体
的
な
対
処
方
法
な
ど
を
学
び
ま
し

た
。

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ウ
ォ
ー
ク
は
、
視
聴
の

感
想
を
付
箋
に
綴
り
、
そ
れ
を
テ
ー
ブ

ル
の
上
の
紙
に
貼
り
、
各
人
が
移
動
し

な
か
ら
、
共
感
す
る
も
の
に
「
い
い
ね
」

シ
ー
ル
を
貼
っ
て
い
く
も
の
で
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
で
会
話
を
避
け

る
方
法
で
し
た
が
、
テ
ー
ブ
ル
を
周
り

な
が
ら
、
す
べ
て
の
意
見
を
共
有
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
継
続
し
て
研
修
を
行
う
予
定

で
す
。

※
参
加
者
の
感
想

「
怒
り
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が

こ
の
年
に
な
っ
て
も
で
き
て
い
な
い
。

非
常
に
残
念
で
あ
る
。
な
ん
と
か
し
た

い
。
」

「
自
分
と
相
手
の
違
い
を
認
め
相
手
を

リ
ス
ペ
ク
ト
し
た
い
。
」

ギャラリーウォークで意見を共有

◯
八
頭
町
立
芸
術
文
化
交
流
プ
ラ
ザ

 

（
旧
安
部
小
学
校
）

　
今
年
11

月
に
オ
ー
プ
ン
を
控
え
る
、

施
設
内
の
状
況
説
明
を
受
け
た
。

　
橋
本
興
家
氏
・
本
田
實
氏
の
展
示
施

設
を
視
察
し
、本
町
に
お
け
る
芸
術
文
化

の
拠
点
と
し
て
大
い
に
期
待
を
持
て
る

施
設
で
あ
る
と
確
信
で
き
た
。

◯
郡
家
西
小
学
校

　
昨
年
11

月
に
説
明
を
受
け
た
エ
レ

ベ
ー
タ
の
設
置
が
確
認
で
き
、
障
が
い

の
あ
る
児
童
に
配
慮
が
行
き
届
い
た
利

便
性
の
高
い
校
舎
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ

て
い
た
。
ま
た
、
木
材
が
多
用
さ
れ
、

暖
か
み
の
あ
る
室
内
が
確
認
で
き
た
。

　
今
年
度
は
郡
家
西
小
学
校
の
第
２
期

工
事
及
び
、
郡
家
東
小
学
校
の
大
規
模

改
修
工
事
が
始
ま
る
こ
と
を
受
け
、
引

き
続
き
視
察
調
査
を
実
施
し
た
い
。

総
務
教
育
常
任
委
員
会
の
視
察
報
告
（
４
月
25
日
）

▲　作品展示室（芸術文化交流プラザ）

▲　木材をふんだんに使用した校内
（郡家西小学校）
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感
想
を
付
箋
に
綴
り
、
そ
れ
を
テ
ー
ブ

ル
の
上
の
紙
に
貼
り
、
各
人
が
移
動
し

共
感
す
る
も
の
に
「
い
い
ね
」

シ
ー
ル
を
貼
っ
て
い
く
も
の
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
で
会
話
を
避
け

る
方
法
で
し
た
が
、
テ
ー
ブ
ル
を
周
り

議 案 等 議 決 結 果議 案 等 議 決 結 果

議案等
番　号

議　席　番　号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

結

　
　果

件　　　　　名

森

　亜
紀
子

山
根
張
太
郎

中
村

　美
鈴

尾
島

　
　勲

矢
部

　啓
祐

灘
口

　茂
郎

岡
嶋

　正
広

栄
田

　秀
之

川
西

　
　聡

小
原

　徹
也

川
西
美
恵
子

緒
方

　陽
紀

奥
田
の
ぶ
よ

　第４回臨時会

60
専決処分の承認を求めること

（八頭町税条例等の一部改正）
〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

61
専決処分の承認を求めること

（八頭町国民健康保険税条例の一部改正）
〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

62 固定資産評価員の選任につき同意を求めること 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

63 姫路公園の指定管理者の指定 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可決

64 令和４年度八頭町一般会計補正予算（第１号） 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

　第５回臨時会

65 備品購入契約の締結（除雪ドーザ購入事業（５ｔ級）） 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

66 備品購入契約の締結（除雪ドーザ購入事業（3.6ｔ級）） 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

　第６回臨時会

67
専決処分の承認を求めること

（令和４年度八頭町一般会計補正予算（第２号））
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

68 八頭町国民健康保険税条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

69 令和４年度八頭町一般会計補正予算（第３号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

　第７回定例会

70
八頭町公共下水道竹ノ下排水区雨水幹線の建設工事委託

に関する協定（その２）の締結
〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

71 八頭町立芸術文化交流プラザ条例の制定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

72 八頭町公民館条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

73
八頭町の議会議員及び長の選挙における選挙運動の町費

負担に関する条例の一部改正
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

74 令和４年度八頭町一般会計補正予算（第４号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可決

賛成「○」、反対「×」、欠席「欠」、除斥「除」で記載。議案の採決は、前田議長を除く13人で行う。
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賛成「○」、反対「×」、欠席「欠」、除斥「除」で記載。議案の採決は、前田議長を除く13人で行う。

議案等
番　号

議　席　番　号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

結

　
　果

件　　　　　名

森

　亜
紀
子

山
根
張
太
郎

中
村

　美
鈴

尾
島

　
　勲

矢
部

　啓
祐

灘
口

　茂
郎

岡
嶋

　正
広

栄
田

　秀
之

川
西

　
　聡

小
原

　徹
也

川
西
美
恵
子

緒
方

　陽
紀

奥
田
の
ぶ
よ

陳情３ 女性トイレの維持及びその安心安全の確保 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 採択

陳情４
国の「水田活用直接支払交付金」の見直しの白紙撤回を

求める陳情
× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 採択

陳情５
国民の祝日「海の日」を7月20日に固定化する意見書の

提出を求める陳情
× × × × × × 〇 × × 〇 × × × 不採択

陳情６
沖縄を「捨て石」にしない安全保障政策を求める意見書

の提出を求める陳情
× × × × × × 〇 × × × × × × 不採択

陳情７ 地方財政の充実・強化を求める陳情 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 採択

陳情８
日本政府に核兵器禁止条約の批准を求める意見書の提出

を求める陳情
〇 × × × × × 〇 × 〇 〇 × × × 不採択

陳情９ 消費税インボイス制度の実施中止を求める陳情 × × × × × × × × 〇 × × × × 不採択

陳情10
中国共産党による臓器収奪の即時停止ならびに人権状況

の改善を求める意見書の提出に関する陳情
× × × × × × × × 〇 × × × × 不採択

発議２ 八頭町公共施設等調査特別員会の設置 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可決

発議３
農地法違反事案に関わる行政手続き調査の特別委員会を

設置する発議
〇 × × × × × 〇 × 〇 〇 × × × 否決

発議４
「水田活用直接支払い交付金」の見直しの白紙撤回を求

める意見書の提出
× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可決

発議５ 地方財政の充実・強化を求める意見書の提出 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

処分
要求

尾島勲議員に対する処分要求（懲罰を課すべきではない）× 〇 〇 除 〇 〇 × 〇 × × 〇 〇 〇 可決

質問者 質問事項 頁

奥田のぶよ

郡家駅南北自由通路

13

八頭高等学校との連携・協働の推進

川西美恵子

学校給食費無償化

14

電子自治体へ

矢部　啓祐 国の重要文化財を活用しての地域活性化 15

岡嶋　正広

まちづくりビジョン

16

本町の森林・林業の現状と課題

小原　徹也 行政運営の考え方 17

灘口　茂郎

郡家駅周辺のにぎわいの創出

18

まちづくり委員会未設置地区

質問者 質問事項 頁

緒方　陽紀

保存文書の電子化

19

鳥取環境大学との連携

森　亜紀子

今後の町政

20

公共交通のあり方

川西　　聡
消費税インボイスの廃止を国に求め

ること
21

尾島　　勲 一般質問、その後の取り扱いや進め方 22

山根張太郎

線路移設工事後の活用策

23

東郡家地区福祉施設たから

栄田　秀之
学校給食費

24
中央公民館の施設活用

ここが聞きたい 一 般 質 問
12人が

一般質問

しました。
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郡
家
駅
南
北

自
由
通
路
　

整備事業実施検討業務の進捗
状況は

町長/ 今後の実施事業を検討していく

質
問

　

郡
家
駅
南
北
自
由
通
路
整
備

事
業
実
施
検
討
業
務
の
現
在
の

進
捗
状
況
は
。

　

郡
家
駅
前
の
に
ぎ
わ
い
の
創

出
は
ど
う
実
施
す
る
の
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

規
模
、
機
能
、
施
設
内
容
等

の
設
計
に
向
け
て
の
条
件
を
ま

と
め
る
と
と
も
に
、
大
ま
か
な

事
業
費
、
概
算
事
業
費
だ
が
算

定
を
行
い
、
今
後
の
検
証
に
必

要
な
資
料
を
作
成
し
た
。

　

検
証
を
実
施
す
る
上
で
基
礎

調
査
の
予
算
を
計
上
し
た
。
そ

の
後
に
実
施
調
査
、
需
要
予
測

を
行
い
、
実
施
事
業
を
検
討
し

て
い
く
。

　

に
ぎ
わ
い
の
創
出
の
検
討
は

商
工
会
な
ど
の
関
係
機
関
と
継

続
し
て
協
議
を
し
て
い
き
た

い
。

質
問

　

年
次
計
画
な
ど
は
立
て
て
い

る
の
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
立
て
て
い

る
。鳥
瞰
図
も
で
き
て
い
る
が
、

地
権
者
の
方
の
同
意
を
得
た
も

の
で
は
な
い
の
で
慎
重
に
対
応

し
て
い
く
。

質
問

　

委
員
会
を
設
立
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

基
本
計
画
が
必
要
だ
と
思

う
。
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い

が
三
位
一
体
で
一
緒
に
考
え
て

い
き
た
い
。

奥田のぶよ　議員

質
問

　

八
頭
高
等
学
校
と
本
町
と
の

連
携
、
協
働
は
推
進
さ
れ
て
い

る
が
、
生
徒
数
の
減
少
問
題
は

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

県
外
生
徒
受
入
れ
に
対
す
る
寮

整
備
を
含
め
、本
町
の
対
応
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

女
子
寮
は
で
き
た
が
、
男
子

寮
が
不
十
分
と
い
う
こ
と
だ

が
、
ま
ず
は
県
や
学
校
が
主
体

と
な
っ
て
検
討
さ
れ
る
べ
き

だ
。
そ
の
中
で
町
は
何
が
協
力

で
き
る
か
適
切
に
判
断
し
な
が

ら
対
応
し
た
い
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

　

女
子
寮
の
管
理
人
の
人
件
費

を
本
町
と
県
が
折
半
し
て
負
担

し
て
い
る
。
地
域
に
県
立
高
等

学
校
を
残
し
た
い
思
い
は
共
有

で
き
る
。
男
子
寮
の
こ
と
は
県

立
高
等
学
校
に
関
わ
る
こ
と
な

八頭高等学校

県
外
生
徒
受
入
れ
に
対
す
る

寮
整
備
の
本
町
の
対
応
は

町
長
／

町
は
何
が
協
力
で
き
る
か

適
切
に
判
断
し
た
い

▲　北側からみた郡家駅

の
で
鳥
取
県
教
育
委
員
会
や
学

校
の
考
え
も
伺
い
な
が
ら
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

質
問

　

使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
公
共

施
設
を
改
修
し
て
寮
に
す
る
。

通
学
定
期
は
若
桜
鉄
道
を
使
用

し
て
補
助
す
る
。
こ
の
よ
う
な

考
え
は
ど
う
か
。
県
外
だ
け
で

は
な
く
県
内
で
も
通
学
が
難
し

い
生
徒
の
為
に
施
設
を
造
る
考

え
は
な
い
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

公
共
施
設
を
改
修
す
る
こ

と
、
若
桜
鉄
道
を
利
用
す
る
こ

と
も
可
能
だ
と
思
う
が
、
県
外

募
集
の
数
字
と
の
整
合
性
を
考

え
る
こ
と
も
大
事
だ
と
考
え
る
。

　
※
そ
の
他
の
質
問

　

令
和
４
年
度
の
イ
ベ
ン
ト
や

行
事
の
開
催
に
つ
い
て

13 やず町議会だより　第70号 令和4年8月13



▲　給食センター

電子自治体へ

自
治
体
に
お
け
る

　
　
　

Ｄ
Ｘ
の
推
進
は

町
長
／

６
月
中
に
推
進
方
針

を
策
定
す
る

川西美恵子　議員

学
校
給
食
費

無
償
化
　
　

義務教育の給食費を無償化　
してはどうか

町長/
 子育て支援の目玉になるが

慎重に考えたい

質
問

　

智
頭
、
大
山
、
若
桜
、
日
野
、

江
府
の
５
町
で
学
校
給
食
費
が

無
償
化
さ
れ
た
。

　

本
町
も
義
務
教
育
の
給
食
費

を
無
償
化
し
て
は
ど
う
か
。

①
年
額
で
１
人
当
た
り
い
く
ら

か
。

②
徴
収
方
法
は
。

③
滞
納
は
。

④
無
償
化
の
財
政
的
影
響
額

は
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

①
小
学
校
は
５
万
８
７
５
円
、

中
学
校
は
５
万
８
，
０
９
０
円

の
予
定
。

②
給
食
セ
ン
タ
ー
職
員
が
徴
収

し
て
い
る
。

③
滞
納
は
な
い
。

④
昨
年
度
決
算
か
ら
見
る
と

５
，
８
４
５
万
だ
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

一
度
始
め
た
こ
と
を
途
中
で

や
め
る
こ
と
は
非
常
に
難
し

い
。
慎
重
に
考
え
た
い
。

質
問

　

給
食
費
が
無
償
だ
と
い
う
こ

と
に
な
れ
ば
、
八
頭
町
に
呼
び

込
む
ア
ピ
ー
ル
に
な
る
。
全
額

負
担
が
難
し
け
れ
ば
半
額
助
成

や
、
コ
ロ
ナ
交
付
金
を
活
用
し

た
対
応
に
つ
い
て
町
長
の
考
え

は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

子
育
て
制
度
の
大
き
な
目
玉

に
な
る
と
思
う
。

　

半
額
助
成
や
臨
時
交
付
金
活

用
に
つ
い
て
も
、
教
育
委
員
会

も
含
め
て
検
討
し
た
い
と
思

う
。

質
問

　

自
治
体
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

で
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

や
行
政
の
業
務
効
率
化
、
職
員

の
創
造
性
の
向
上
と
い
っ
た
視

点
で
目
標
を
設
定
し
、
シ
ス
テ

ム
改
革
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

①
組
織
体
制
の
現
状
は
。

②
人
材
育
成
は
。

③
具
体
的
な
導
入
計
画
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
副
町
長
を
ト
ッ
プ
と
し
、
各

課
長
を
構
成
員
と
し
た
推
進
本

部
を
設
置
す
る
予
定
だ
。

　

６
月
中
に
八
頭
町
版
Ｄ
Ｘ
推

進
方
針
を
策
定
し
、
具
体
的
な

計
画
策
定
に
取
り
か
か
る
。

②
外
部
人
材
の
活
用
は
今
後
協

議
す
る
。

③
子
育
て
、
介
護
関
係
の
26
の

手
続
を
、
令
和
４
年
度
末
ま
で

に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請
が
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
。

質
問

　

専
門
家
の
知
恵
も
借
り
な
が

ら
、
町
民
の
利
便
性
を
高
め
て

い
く
と
い
う
視
点
が
重
要
。

　

国
の
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
推
進
交
付
金
は
、
鳥
取

県
内
の
自
治
体
か
ら
９
事
業
が

採
択
さ
れ
て
い
る
。

　

本
町
は
こ
の
交
付
金
事
業
に

つ
い
て
検
討
さ
れ
た
の
か
。
ア

ン
テ
ナ
を
高
く
し
て
取
組
む
べ

き
で
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

交
付
金
申
請
は
検
討
し
て
い

な
い
。
ア
ン
テ
ナ
を
常
に
高
く

し
、行
政
運
営
を
進
め
て
い
く
。

※
そ
の
他
の
質
問

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
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▲　矢部家住宅（用呂集落）

矢部　啓祐　議員

国
の
重
要
文
化
財

本町に寄贈したいと話が出た
場合は

町長/
 所有者と一緒になって考え

ていきたい

質
問

　

国
の
重
要
文
化
財
は
、
全
国

各
地
で
後
継
者
不
足
や
保
存
費

用
の
増
大
な
ど
、
今
後
の
保
存

の
在
り
方
が
検
討
さ
れ
て
い
る

事
例
が
増
え
て
い
る
。
Ｈ
30
に

文
化
財
保
護
法
が
改
正
さ
れ
、

保
存
と
と
も
に
活
用
に
も
焦
点

が
あ
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、本
町
の「
矢
部
家
住
宅
」は
、

長
ら
く
活
用
が
な
さ
れ
て
い
な

い
。
国
の
重
要
文
化
財
は
「
国

民
の
共
有
財
産
」
な
の
で
町
民

が
「
そ
の
価
値
を
共
有
」
出
来

る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
う
。

〈
保
存
に
つ
い
て
・
教
育
長
〉

①
活
用
が
な
さ
れ
て
い
な
い
現

状
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

②
２
か
年
に
渡
る
保
存
修
理
事

業
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
耐
震

補
強
が
必
要
な
場
合
は
ど
の
よ

う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
。

〈
活
用
に
つ
い
て
・
町
長
〉

③
所
有
者
と
の
対
峙
も
含
め
て

活
用
に
つ
い
て
今
後
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
べ
き
と
お
考
え

か
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

①
活
用
さ
れ
て
い
な
い
理
由
が

２
点
あ
る
。
１
点
目
は
、
所
有

者
の
意
向
に
よ
り
、
非
公
開
と

な
っ
て
い
る
。
２
点
目
に
保
存

修
理
事
業
の
完
了
が
令
和
５
年

度
の
た
め
安
全
対
策
上
、
立
ち

入
り
が
出
来
な
い
。

　

な
お
、
公
開
は
所
有
者
が
行

う
こ
と
だ
が
、
保
存
修
理
事
業

中
に
活
用
方
法
を
検
討
し
て
、

所
有
者
へ
の
働
き
か
け
を
行
う

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

②
所
有
者
、
県
と
協
議
を
し
な

が
ら
、
必
要
に
応
じ
た
工
事
を

す
る
。

答
弁　

吉
田
町
長

③
所
有
者
に
活
用
の
働
き
か
け

を
行
う
た
め
に
は
、
具
体
的
な

活
用
方
法
を
示
す
の
が
第
一

だ
。例
え
ば
観
光
資
源
と
捉
え
、

産
業
観
光
課
、
教
育
委
員
会
等

の
連
携
、
他
の
部
署
の
役
割
も

大
事
に
な
っ
て
く
る
。

質
問

　

「
八
頭
町
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」

で
文
化
財
の
保
存
、
継
承
と
活

用
の
主
な
事
業
と
し
て
、
文
化

財
保
存
団
体
の
活
動
支
援
と
あ

る
。
例
え
ば
矢
部
家
住
宅
で
保

存
会
な
ど
が
組
織
さ
れ
た
場
合

は
活
動
の
支
援
が
あ
る
の
か
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

　

既
存
の
団
体
の
支
援
を
基
本

に
し
て
い
る
。
新
し
く
組
織
さ

れ
た
場
合
は
、そ
れ
は
そ
れ
だ
。

質
問

　

実
際
に
見
学
で
き
な
く
て
も

学
術
的
価
値
に
触
れ
る
機
会
、

文
化
財
の
価
値
を
共
有
出
来
る

方
法
を
探
っ
て
欲
し
い
が
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

　

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
改
訂
は

「
ま
ち
の
持
続
可
能
性
」
だ
。

県
外
に
出
て
学
ば
れ
て
も
、
ま

た
帰
っ
て
き
て
頂
く
こ
と
を
目

指
し
た
い
。
こ
の
ま
ち
の
魅
力

を
義
務
教
育
の
段
階
で
頭
に
入

れ
て
も
ら
う
の
が
重
要
だ
。
よ

い
方
向
に
な
る
よ
う
検
討
し
て

い
く
。

質
問

　

将
来
、
一
個
人
で
国
の
重
要

文
化
財
を
所
有
し
て
い
く
の
は

限
界
が
あ
る
の
で
は
。
県
外
、

県
内
で
も
個
人
所
有
か
ら
団
体

や
自
治
体
所
有
に
切
り
替
わ
っ

て
き
て
い
る
。

　

も
し
、
矢
部
家
住
宅
が
本
町

に
寄
贈
さ
れ
る
と
い
う
話
が
出

た
場
合
、所
有
さ
れ
る
考
え
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

一
番
大
事
な
の
は
所
有
者
の

気
持
ち
だ
。
そ
う
し
た
話
が
あ

れ
ば
、
一
緒
に
な
っ
て
考
え
て

い
き
た
い
。
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ま
ち
づ
く
り

ビ
ジ
ョ
ン
　

吉田カラーが見えないが

町長/ 継続的なことを上げた

森林・林業

課
題
解
決
策
は

町
長
／

関
係
者
と
連
携
し

　
解
決
に
向
け
取
り
組
む

質
問

　

町
長
３
期
目
に
向
け
、
ま
ち

づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
身
と
し

て
新
た
な
施
策
に
乏
し
く
、
吉

田
カ
ラ
ー
が
見
え
な
い
が
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

今
は
第
２
次
総
合
計
画
の
後

期
だ
。
新
た
な
こ
と
で
は
な
く

総
合
計
画
を
中
心
に
ま
ち
づ
く

り
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
た
。

質
問

　

ホ
ッ
ケ
ー
競
技
場
の
検
討
は

ど
う
い
う
形
で
進
め
る
の
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

町
単
独
で
の
施
設
整
備
は
難

し
い
。
次
期
国
体
の
計
画
に
つ

い
て
県
か
ら
打
診
等
あ
れ
ば
協

議
、
検
討
に
入
り
た
い
。

質
問

　

ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る

庁
舎
建
設
の
考
え
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

住
民
や
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
捉

え
、
拠
点
と
し
て
十
分
な
機
能

を
備
え
環
境
等
に
配
慮
し
た
庁

舎
を
建
設
す
べ
き
で
あ
る
。

質
問

①
本
町
の
森
林
及
び
林
業
の
現

状
と
課
題
を
ど
う
捉
え
る
か
。

②
循
環
型
の
林
業
経
営
へ
の
具

体
的
な
対
処
は
。

③
木
材
・
竹
材
の
利
用
促
進
支

援
策
は
。

④
地
域
、
集
落
な
ど
の
林
業
組

合
へ
の
支
援
策
は
。

⑤
森
林
・
林
業
に
つ
い
て
学
校

教
育
で
の
取
り
組
み
状
況
は
。

⑥
町
民
へ
環
境
税
課
税
制
度
及

び
環
境
譲
与
税
の
仕
組
み
を
説

明
し
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
推

進
す
べ
き
で
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
森
林
整
備
及
び
林
業
経
営
が

順
調
に
推
移
し
て
い
る
と
は
言

え
な
い
。
整
備
の
遅
れ
や
就
業

者
の
確
保
等
、
関
係
者
と
連
携

し
解
決
に
向
け
取
り
組
む
。

②
森
林
施
業
の
集
積
、
集
約
を

図
り
経
営
計
画
の
支
援
、
経
営

質
問

　

若
桜
鉄
道
の
今
後
を
ど
う
描

い
て
い
る
か
。
車
両
更
新
に
つ

い
て
ど
う
対
処
す
る
の
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

こ
れ
か
ら
も
安
心
・
安
全
な

運
行
を
続
け
る
必
要
が
あ
る
。

第
３
セ
ク
タ
ー
で
ス
タ
ー
ト
し

て
今
年
で
35

年
だ
。
車
両
は
更

新
の
時
期
に
入
っ
て
い
る
。
４

両
の
更
新
に
な
る
と
思
う
。

岡嶋　正広　議員

困
難
な
森
林
は
理
由
を
検
証
し

解
決
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

③
地
域
材
の
追
跡
調
査
が
可
能

な
ら
ば
購
入
費
の
助
成
等
検
討

し
た
い
。
竹
の
子
の
増
産
に
向

け
竹
林
整
備
事
業
を
推
進
す

る
。

④
調
査
の
上
検
討
し
た
い
。

⑥
順
次
集
落
説
明
会
を
開
催
し

理
解
を
求
め
た
い
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

⑤
小
学
５
年
生
で
は
林
業
で
働

く
人
の
思
い
と
、
国
県
の
取
り

組
み
を
知
り
関
心
を
深
め
て
い

る
。
中
学
２
年
で
は
海
の
環
境

と
植
林
活
動
を
つ
な
げ
木
材
自

給
率
に
目
を
向
け
未
来
の
社
会

を
考
え
て
い
る
。

▲　建設後 92 年となる八東川に架かる若鉄鉄道橋
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▲　町長が行政の指揮を執る役場本庁舎

行
政
運
営
の

考
え
方
　
　

本町に農業に特化した高校の
必要性があると思うが

町長/
 本町だけの問題ではない。
広い範囲で考えたい

質
問

①
公
務
員
は
、
住
民
の
皆
様
の

奉
仕
者
で
あ
る
が
、
な
ら
ば
説

明
責
任
を
ど
う
扱
い
、
ど
う
捉

え
て
い
る
の
か
。

②
ス
ク
ー
ル
バ
ス
事
故
の
司
法

の
判
断
と
税
金
か
ら
町
の
弁
護

士
費
用
88
万
円
支
出
し
た
、
説

明
責
任
は
し
て
い
な
い
が
。

③
町
内
で
起
き
た
農
地
法
違
反

が
発
覚
し
た
。
町
長
か
ら
は
、

「
も
う
終
わ
っ
た
事
だ
」
と
聞

い
た
が
、
経
緯
の
説
明
を
し
な

い
の
は
な
ぜ
か
。

④
こ
の
ま
ま
で
は
、
本
町
内
で

起
き
た
農
地
法
違
反
に
対
し
、

「
罰
則
」
も
何
も
な
く
、
と
が

め
ら
れ
も
し
な
い
と
捉
え
ら
れ

て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
を
説

明
さ
れ
な
い
の
は
、
な
ぜ
か
。

⑤
こ
の
よ
う
な
事
が
、
次
々
と

発
覚
す
れ
ば
、
わ
が
町
に
は
政

治
も
無
く
な
り
、
役
所
も
な
い

と
い
う
事
に
な
る
。
チ
ェ
ッ
ク

も
で
き
な
い
、
行
政
も
本
当
に

正
し
い
の
か
と
住
民
の
皆
様
は

不
安
に
な
る
が
。

⑥
町
長
が
普
段
か
ら
言
わ
れ
て

い
る
「
不
審
に
思
わ
れ
る
こ
と

は
し
な
い
」
行
政
と
は
、
非
常

に
重
要
な
役
割
だ
。「
町
長
選

挙
に
お
い
て
」
議
員
の
方
と
選

挙
運
動
を
し
た
が
、
公
平
性
が

疑
わ
れ
る
と
い
う
事
を
お
尋
ね

し
た
い
。

⑦
八
頭
町
の
基
幹
産
業
の
農
業

に
関
し
て
、
育
成
と
し
て
農
業

に
特
化
し
た
高
校
の
必
要
性
が

あ
る
と
考
え
る
が
。

⑧
私
は
農
業
高
校
を
卒
業
し

た
。
農
業
高
校
の
歴
史
は
、
大

正
９
年
鳥
取
農
業
高
等
農
業
学

校
が
で
き
、
鳥
取
高
農
は
、
鳥

取
大
学
の
前
身
で
あ
る
、
鳥
取

大
学
農
学
部
だ
。
八
頭
高
で
農

業
を
学
ぶ
事
は
、
八
頭
町
の
農

業
者
育
成
に
必
要
な
考
え
だ
と

思
う
が
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
い
ろ
い
ろ
な
事
柄
の
中
で
原

因
と
結
果
に
対
し
、
き
ち
っ
と

し
た
説
明
を
す
る
こ
と
だ
と
思

う
。

②
私
ど
も
の
見
解
も
あ
っ
た

が
、
今
後
は
起
こ
ら
な
い
よ
う

に
手
続
き
を
し
て
い
る
。

③
そ
の
件
を
、
終
わ
っ
た
事
だ

と
発
言
し
た
記
憶
は
な
い
。

④
別
の
行
政
委
員
会
の
話
で
あ

り
発
言
を
控
え
た
い
。

⑤
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

私
ど
も
を
含
め
て
、
チ
ェ
ッ
ク

小原　徹也　議員

機
能
は
改
め
て
重
要
だ
と
考
え

て
い
る
。

⑥
な
れ
合
い
だ
と
は
考
え
て
い

な
い
。

⑦
智
頭
農
林
的
な
こ
と
を
八
頭

高
に
持
っ
て
き
て
八
頭
町
の
農

業
を
と
い
う
事
だ
と
思
う
が
、

決
し
て
八
頭
町
の
問
題
だ
け
で

は
な
い
の
で
広
い
範
囲
で
考
え

た
い
。

⑧
農
業
者
育
成
は
今
に
時
代
に

大
変
必
要
な
こ
と
だ
と
思
う
。

八
頭
高
の
農
業
科
に
特
化
し
た

学
科
に
つ
い
て
は
、
難
し
い
と

思
う
。
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▲　昼間の郡家駅周辺

▲　いきいき百歳体操（東郡家地区まちづくり委員会）

郡
家
駅
周
辺
の
　

に
ぎ
わ
い
の
創
出

チャレンジショップで新規事
業者支援を

町長/ 
商工会など関係機関と一緒
に考えていく

質
問

　

昨
年
６
月
定
例
会
の
町
長
の

答
弁
に
、「
郡
家
駅
や
ぷ
ら
っ

と
ぴ
あ
・
や
ず
は
、
八
頭
町
の

玄
関
口
、
交
通
の
結
束
点
、
情

報
発
信
拠
点
で
あ
る
。
開
所
か

ら
６
年
、
ま
た
郡
家
駅
周
辺
整

備
基
本
構
想
か
ら
10
年
余
り
が

経
過
し
、
現
状
に
合
っ
た
に
ぎ

わ
い
の
創
出
の
方
向
性
を
探
る

時
期
に
来
て
い
る
。」
と
あ
っ

た
。

　

そ
こ
で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
等
で
駅
周
辺
の
新
規

事
業
者
の
支
援
や
育
成
を
行

い
、
地
域
の
皆
様
が
憩
え
る
場

を
つ
く
り
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出

を
図
っ
て
み
て
は
。

　

ま
た
、
郡
家
駅
周
辺
に
は
、

休
み
の
日
に
コ
ー
ヒ
ー
１
杯
飲

む
と
こ
ろ
も
な
い
と
い
う
地
域

の
方
の
声
が
あ
る
。

　

地
域
の
皆
様
が
く
つ
ろ
げ
る

よ
う
な
憩
い
の
場
と
し
て
、
特

に
飲
食
を
提
供
す
る
よ
う
な
事

業
者
の
開
業
支
援
を
し
て
み
て

は
と
思
う
が
。

質
問

　

令
和
４
年
度
の
施
政
方
針

に
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
未
設

置
地
区
の
早
期
立
ち
上
げ
と
活

動
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

多
様
化
、
複
合
化
す
る
課
題
に

積
極
的
に
取
り
組
む
と
あ
っ

た
。

①
未
設
置
地
区
は
規
模
が
大
き

い
こ
と
か
ら
全
集
落
が
そ
ろ
っ

て
ス
タ
ー
ト
す
る
の
は
難
し

い
。
旧
小
学
校
区
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
で
き
る
集
落
か
ら
で
も
ス

タ
ー
ト
し
て
み
て
は
。

②
体
制
が
整
う
ま
で
行
政
の

フ
ォ
ロ
ー
が
必
要
だ
と
思
う

が
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
全
部
そ
ろ
っ
て
か
ら
と
い
う

こ
と
に
な
れ
ば
、
時
間
を
要
す

る
こ
と
に
な
る
。
手
を
挙
げ
ら

れ
る
集
落
、
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
行
い
た
い
と
思
う
。
地
区
の

答
弁　

吉
田
町
長

　

地
元
の
人
、
行
政
、
商
工
会

な
ど
の
関
係
機
関
と
一
緒
に

な
っ
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

質
問

　

町
長
の
考
え
る
現
状
に
合
っ

た
に
ぎ
わ
い
の
創
出
と
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

周
辺
地
域
の
活
性
化
の
促
進

だ
と
思
う
。

まちづくり
委員会

未
設
置
地
区
の

　
　
　

早
期
立
ち
上
げ
は

町
長
／

地
区
の
皆
様
と
合
意

形
成
を
図
っ
て
い
き
た
い

皆
様
と
合
意
形
成
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

②
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
と
い
う

線
引
き
で
役
員
体
制
は
可
能
だ

と
思
う
。
体
制
が
整
う
ま
で
の

フ
ォ
ロ
ー
は
、し
っ
か
り
す
る
。

灘口　茂郎　議員
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緒方　陽紀　議員

保
存
文
書
の
電
子
化

早急に進める必要があると
考えるが

町長／ 一挙という事にはならない

質
問

　

業
務
の
効
率
化
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
取
り
組
み
に
お
い
て
、
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
、
文
書
の
電
子
化
が

重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
本
町
の

文
書
保
存
の
在
り
方
を
見
直
す

べ
き
だ
と
考
え
る
。

①
現
在
の
文
書
保
存
の
規
定

は
。

②
電
子
化
を
行
う
意
向
は
あ
る

か
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
八
頭
町
文
書
整
理
保
存
規
程

に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
保
存
年

限
そ
し
て
利
用
頻
度
に
応
じ
事

務
室
、
書
庫
で
保
管
、
管
理
を

行
い
、
保
存
年
限
終
了
後
、
破

棄
し
て
い
る
。

②
公
文
書
の
保
存
を
原
則
電
子

媒
体
で
行
う
方
針
を
示
し
て
い

る
国
の
動
向
に
注
視
し
つ
つ
、

今
後
、
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

質
問

　

船
岡
庁
舎
の
小
会
議
室
に
は

大
量
の
フ
ァ
イ
ル
が
保
管
さ

れ
、
施
設
本
来
の
用
途
を
果
た

し
て
い
な
い
。
ま
た
、
庁
舎
外

の
倉
庫
に
保
管
し
て
あ
る
書
類

を
取
り
に
行
く
に
は
30
分
は
か

か
る
状
況
だ
。
抜
本
的
な
改
善

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

合
併
前
か
ら
の
書
類
な
ど
整

理
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る

と
思
う
。

　

担
当
課
と
話
を
し
て
、
整
理

に
努
め
た
い
。

質
問

　

具
体
的
な
計
画
は
あ
る
か

答
弁　

吉
田
町
長

　

鳥
取
環
境
大
学
と
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
推
進
に
関
す
る
連
携
協
定

を
締
結
し
、
人
と
社
会
と
自
然

と
の
共
生
の
実
現
及
び
、
地
域

社
会
の
持
続
可
能
な
発
展
を
目

指
す
。

　

連
携
事
項
と
し
て
、
八
東
ふ

る
里
の
森
、
姫
路
公
園
、
船
岡

竹
林
公
園
等
を
活
用
し
た
環
境

教
育
、
生
涯
学
習
。
二
つ
目

に
、
地
域
社
会
の
持
続
可
能
な

発
展
に
寄
与
す
る
人
材
育
成
が

あ
る
。

環境大学との連携

具
体
的
な
計
画
は

町
長
／

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
推
進
に

関
す
る
連
携
協
定
を
締
結

▲　船岡庁舎の小会議室に保管される文書

質
問

　

新
庁
舎
が
５
年
後
に
完
成
す

る
と
す
る
な
ら
ば
、
今
か
ら

デ
ー
タ
化
を
進
め
る
こ
と
で
、

５
年
分
の
書
類
を
削
減
す
る
こ

と
が
出
来
る
。
取
組
が
遅
れ
る

に
つ
れ
、
将
来
不
必
要
に
な
る

文
書
保
存
を
目
的
と
し
た
ス

ペ
ー
ス
を
新
庁
舎
の
設
計
に
確

保
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

新
庁
舎
を
掲
げ
る
八
頭
町
と

し
て
、
文
書
保
存
の
デ
ー
タ
化

に
お
い
て
は
、
早
急
に
進
め
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

紙
媒
体
で
の
仕
事
に
慣
れ
て

お
り
、
一
挙
と
い
う
事
に
は
な

ら
な
い
。
紙
か
ら
電
子
化
と
い

う
流
れ
も
あ
り
、
国
の
指
針
な

ど
注
視
し
な
が
ら
、
電
子
化
を

進
め
て
い
き
た
い
。
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▲　業務の効率化に期待（船岡庁舎）

▲　利用促進はどう進むのか（若桜鉄道　車窓）

今
後
の
町
政

ＤＸにより働き方は

町長/ 
少しでも事務作業の省力化
を図りたい

質
問

①
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
、
町
民

の
生
活
や
職
員
の
働
き
方
は
ど

う
変
る
の
か
。

②
コ
ロ
ナ
禍
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

は
。
学
校
や
保
育
の
現
場
は
。

③
給
付
制
度
や
支
援
制
度
の
周

知
や
相
談
体
制
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
町
内
推
進
体
制
を
立
ち
上
げ

ま
ず
は
課
題
と
解
決
法
の
整
理

が
必
要
。
少
し
で
も
事
務
作
業

の
省
力
化
が
図
れ
れ
ば
と
思

う
。

②
基
本
的
に
県
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
や
方
針
で
対
応
し
た
い
。

③
広
く
広
報
や
Ｈ
Ｐ
で
知
ら
せ

て
い
る
。
生
活
相
談
な
ど
は
助

言
や
関
係
機
関
へ
の
取
次
ぎ
を

し
て
い
る
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

②
厚
労
省
が
マ
ス
ク
着
用
の
規

制
緩
和
を
公
表
。
そ
し
て
文
科

省
か
ら
通
知
を
受
け
た
。
県
で

は
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
マ
ス
ク
着

用
を
推
進
し
て
お
り
、
町
で
も

引
続
き
感
染
防
止
対
策
を
徹
底

す
る
。

質
問

①
県
は
鉄
道
と
バ
ス
の
共
通
定

期
券
の
実
証
実
験
を
行
う
方
針

だ
。や
ず
バ
ス
も
参
入
し
て
は
。

②
本
町
に
お
け
る
公
共
交
通
の

利
用
促
進
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
共
通
パ
ス
の
運
用
に
よ
っ
て

利
便
性
は
向
上
す
る
が
運
賃
等

は
利
用
者
負
担
が
多
く
な
る
。

②
本
町
の
小
学
校
を
対
象
に
総

合
支
援
事
業
を
展
開
し
、
体
験

の
場
を
造
成
し
て
い
る
。
ノ
ル

デ
運
動
は
県
東
部
圏
域
の
取
組

み
で
、
本
町
は
７
月
か
ら
実
施

し
、
積
極
的
な
利
用
促
進
を
図

る
。

質
問

　

町
独
自
の
Ｄ
Ｘ
の
推
進
計
画

は
可
能
か
。
ま
た
人
件
費
の
削

減
は
可
能
か
。

　

例
え
ば
デ
ジ
タ
ル
化
を
受
け

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
字
幕
放
送

な
ど
は
可
能
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

本
町
独
自
の
も
の
も
検
討
す

る
。
人
件
費
は
試
算
し
て
い
な

い
。

　

字
幕
は
内
部
で
検
討
し
た

い
。

公共交通

若
桜
鉄
道
の
赤
字
は

町
長
／

真
摯
に
受
け
止
め
る

必
要
が
あ
る

質
問

　

若
桜
鉄
道
の
赤
字
を
ど
う
捉

え
て
い
る
の
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

赤
字
は
真
摯
に
受
け
止
め

る
。
燃
料
の
高
騰
、
車
両
の
更

新
と
い
う
大
き
な
課
題
も
抱
え

て
い
る
が
、
重
要
な
移
動
手
段

だ
。
皆
さ
ま
と
若
桜
鉄
道
を

守
っ
て
い
き
た
い
。

森　亜紀子　議員
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▲　インボイスの影響が懸念される
　八頭町シルバー人材センター

川西　　聡　議員

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス

国への中止あるいは延期の
問題提起を町村会に

町長／ 東部町村会に話はする

質
問

　

消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
（
適

格
請
求
書
）
が
来
年
10
月
か
ら

導
入
さ
れ
る
。
国
税
庁
は
昨
年

３
月
か
ら
。
事
業
者
登
録
の
開

始
等
発
行
へ
向
け
た
準
備
を
始

め
て
い
る
。

　

導
入
後
は
、
消
費
税
の
納
税

を
免
除
さ
れ
て
い
た
小
規
模
な

個
人
税
主
に
税
負
担
が
掛
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
等
で
減
収
し

苦
境
に
立
つ
事
業
主
に
追
い
打

ち
を
掛
け
る
も
の
で
あ
る
。

　

物
を
売
っ
た
事
業
者
は
、
客

か
ら
受
け
取
っ
た
消
費
税
か
ら

仕
入
れ
に
掛
っ
た
消
費
税
を
差

し
引
き
納
税
す
る
。
現
在
、
帳

簿
方
式
の
計
算
を
イ
ン
ボ
イ
ス

を
使
い
納
税
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
る
。
事
業
者
の
税
負

担
は
現
在
、
年
間
１
０
０
０
万

以
下
の
業
者
は
消
費
税
が
免
除

さ
れ
て
い
る
。
制
度
導
入
は
消

費
税
の
価
格
転
嫁
が
困
難
な
零

細
業
者
が
課
税
業
者
に
な
る
こ

と
を
迫
る
も
の
で
あ
る
。

①
制
度
の
導
入
で
本
町
内
の
免

税
業
者
が
課
税
業
者
に
な
る
移

行
状
況
を
把
握
す
る
べ
き
で

は
。

②
農
家
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
登
録
者
も
導
入
の
影
響

が
あ
る
と
考
え
る
が
。

③
国
へ
の
中
止
あ
る
い
は
延
期

の
意
向
を
町
村
会
に
問
題
提
起

を
す
る
べ
き
で
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
、
登
録
事
業
者
の
所
在
地
は

公
表
の
申
し
出
の
あ
っ
た
場
合

の
み
表
示
さ
れ
る
た
め
、
本
町

内
事
業
者
を
把
握
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
免
税
業

者
で
あ
っ
た
か
の
有
無
も
記
載

さ
れ
て
い
な
い
の
で
変
更
に
つ

い
て
も
同
様
で
あ
る
。

②
学
校
給
食
に
農
産
物
を
納
入

す
る
農
家
は
、
地
元
食
材
を
Ｊ

Ａ
や
フ
レ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
か
ら

仕
入
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
事

業
者
が
農
家
に
イ
ン
ボ
イ
ス
を

求
め
た
場
合
は
納
入
農
家
に
影

響
す
る
可
能
性
は
あ
る
。ま
た
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
も
、

個
々
の
会
員
へ
の
配
分
金
に
も

消
費
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
の

で
影
響
が
あ
る
。

③
こ
れ
ま
で
免
税
業
者
で
あ
っ

た
零
細
業
者
に
と
っ
て
対
応
す

る
機
器
の
導
入
経
費
等
の
負
担

が
あ
る
。
町
村
会
で
も
話
題
に

な
ろ
う
か
と
思
っ
て
い
る
。

質
問

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

会
員
は
請
負
等
の
契
約
で
働
い

て
い
る
。
消
費
税
法
上
は
事
業

者
で
現
在
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

配
分
金
は
月
３
～
４
万
円
と
少

額
で
あ
る
た
め
会
員
は
免
税
業

者
扱
い
だ
。

　

制
度
導
入
後
は
課
税
業
者
で

あ
る
セ
ン
タ
ー
が
消
費
税
を
負

担
す
る
か
、
ま
た
は
会
員
が
課

税
業
者
に
な
る
か
が
迫
ら
れ

る
。

　

会
員
は
事
務
や
経
済
負
担
か

ら
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
の
課
税
業

者
に
な
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

セ
ン
タ
ー
は
仕
入
れ
額
控
除
が

出
来
な
く
な
り
、
セ
ン
タ
ー
が

消
費
税
を
負
担
す
る
こ
と
に
な

る
。
そ
の
場
合
は
セ
ン
タ
ー
の

会
員
に
払
っ
て
い
る
金
額
を
縮

小
し
な
け
れ
ば
セ
ン
タ
ー
自
体

が
成
り
立
た
な
く
な
る
。
農
家

の
納
入
も
同
じ
こ
と
が
言
え

る
。「
税
率
変
化
な
し
の
増
税
」

に
つ
い
て
町
長
の
所
見
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

消
費
税
は
預
か
り
金
だ
。
今

ま
で
は
１
０
０
０
万
以
下
は
免

税
業
者
だ
っ
た
。
今
回
は
正
確

に
消
費
税
が
納
付
さ
れ
る
形
態

を
国
と
し
て
考
え
て
い
る
。

質
問

　

８
％
・
10
％
増
税
で
も
免
税

で
成
り
立
っ
て
き
た
。
何
ら
問

題
は
な
い
。
死
活
問
題
で
も
あ

り
町
村
会
に
問
題
提
起
を
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

東
部
町
村
会
に
も
話
は
す
る

が
、
中
々
難
し
い
問
題
だ
。

※
そ
の
他
の
質
問

　

本
町
に
お
け
る
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン（
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
）

対
策
に
つ
い
て
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一
般
質
問

空の道・八頭町モデルの進捗は

町長/
 ドローンによる定期宅配便
を考えたい

質
問

　

過
去
の
一
般
質
問
の
取
り
扱

い
を
問
う
。

①
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
活
用
は
。

②
ス
マ
ー
ト
自
治
体
・
デ
ジ
タ

ル
役
場
の
推
進
は
。

③
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
の
検
討
・
導
入
は
。

④
携
帯
電
話
不
感
地
域
の
解
消

は
。

⑤
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
は
。

⑥
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
の
活
用
は
。

⑦
通
学
路
の
安
全
対
策
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
の
選

定
に
向
け
て
取
り
組
み
た
い
。

②
行
政
事
務
の
効
率
化
と
、
地

域
住
民
の
利
便
性
向
上
の
視
点

で
進
め
る
べ
く
、
副
町
長
を

ト
ッ
プ
と
し
、
各
課
長
を
構
成

員
に
最
高
意
思
決
定
機
関
と
し

て
の
推
進
本
部
を
設
置
予
定
。

　

今
月
（
６
月
）
中
に
八
頭
町

Ｄ
Ｘ
推
進
方
針
を
策
定
し
、
具

体
的
な
プ
ラ
ン
を
盛
り
込
ん
だ

計
画
策
定
に
取
り
掛
か
る
。

③
５
月
17
日
に
、
鳥
取
県
東
部

地
域
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
協
議
会
が
設
立

さ
れ
、
鳥
取
型
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
の
確

立
に
向
け
協
議
を
開
始
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
に
お
い
て
も
実
証
実
験

を
契
機
に
、
今
後
共
通
の
決
済

シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
向
け
一
緒

に
調
査
研
究
を
進
め
る
。

④
携
帯
会
社
と
協
議
し
、
今
年

度
中
に
新
た
な
ア
ン
テ
ナ
が
設

置
さ
れ
、
不
感
地
域
が
解
消
さ

れ
る
見
込
み
だ
。

⑤
ド
ロ
ー
ン
は
、
過
疎
化
や
高

齢
化
に
よ
る
中
山
間
地
域
の
課

題
解
決
に
重
要
な
ツ
ー
ル
で
あ

り
、
５
～
10
年
先
を
見
据
え
た

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
た
時
、
物

流
と
し
て
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に

な
る
。

　

先
進
事
例
を
参
考
に
課
題
や

ニ
ー
ズ
を
基
に
検
討
し
た
い
。

⑥
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
に
位
置
付
け
ら
れ
る
事
業
を

推
進
し
、
現
在
４
団
体
が
１
０

０
ha
で
化
学
肥
料
、
化
学
合
成

農
薬
を
５
割
削
減
す
る
取
組
み

や
、
牛
糞
堆
肥
施
用
な
ど
の
有

機
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

①
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
で
も
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
強
く
意
識
し
取
り
組
み

を
進
め
る
。

　

新
し
い
教
科
書
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

が
明
記
さ
れ
、
教
師
、
児
童
生

徒
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
強
く
意
識
出

来
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い

る
。

⑦
八
頭
町
通
学
路
交
通
安
全
プ

ロ
グ
ラ
ム
、
通
学
路
安
全
確
保

に
関
す
る
取
組
方
針
に
基
づ

き
、
関
係
機
関
で
定
期
的
な
合

同
点
検
を
実
施
し
、
危
険
個
所

対
策
を
検
討
し
、
対
策
と
実
施

に
よ
り
、
対
策
効
果
の
把
握
を

し
て
い
る
。

質
問

　

本
町
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市

の
コ
ン
セ
プ
ト
は
何
か
。

　

私
な
ら
ば
、「
デ
ジ
タ
ル
×

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
出
る
杭
を
伸
ば

し
、
住
み
続
け
ら
れ
る
田
舎
を

目
指
す
」
だ
が
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

ま
だ
内
部
で
話
し
て
い
な
い

の
で
意
見
と
し
て
伺
っ
て
お

く
。

質
問

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
取
り
入
れ
た
環

境
教
育
を
、
ど
の
様
に
展
開
し

て
行
く
の
か
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

　

環
境
大
学
と
協
定
し
、
専
門

家
の
話
し
の
中
で
子
供
た
ち
の

レ
ベ
ル
を
上
げ
た
い
。

質
問

　

昨
年
６
月
議
会
で
提
案
し

た
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
「
空
の

道
・
八
頭
町
モ
デ
ル
」
の
進
捗

は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
定
期
宅
配

便
、
物
流
シ
ス
テ
ム
を
考
え
た

い
。

▲　八頭町版MaaSの拠点（郡家駅）

尾島　　勲　議員
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線
路
移
設
工
事

後
の
活
用
策
　

ＪＲ東郡家駅を移設して道の
駅を併設しては

町長/ 調査、研究が必要だ

質
問

　

私
都
川
改
良
工
事
後
の
Ｊ
Ｒ

跡
地
の
取
得
及
び
活
用
策
を
問

う
。

①
取
得
し
た
用
地
に
東
郡
家
駅

を
移
設
し
、車
寄
せ
や
駐
車
場
、

バ
ス
停
を
新
設
し
て
は
。

②
取
得
の
用
地
に
飲
食
店
等
の

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
は
。

③
道
の
駅
を
新
設
し
、
フ
レ
ン

ド
セ
ン
タ
ー
を
移
設
し
て
併
設

し
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
東
郡
家
駅
は
地
域
の
方
の
待

望
の
駅
で
あ
り
現
在
も
そ
う
だ

と
思
う
。
駅
の
移
転
は
、
ま
ず

Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
が
必
要
で
相
当

の
時
間
と
費
用
が
想
定
さ
れ
る
。

更
に
は
、
国
交
省
等
と
の
協
議

が
必
要
に
な
る
。

②
事
業
等
を
検
討
す
る
こ
と
は

大
変
意
義
が
あ
る
。
事
業
主
体

の
計
画
や
、
販
売
や
運
営
方
法

等
課
題
も
あ
る
。

③
道
の
駅
に
は
登
録
要
件
が
あ

る
。
必
要
面
積
、
投
資
的
効
果

な
ど
調
査
、
研
究
が
必
要
だ
。

関
係
機
関
と
の
協
議
が
必
要
だ
。

現
在
の
事
業
内
容
を
県
に
確
認

は
し
た
い
。

質
問

　

国
道
29
号
と
Ｊ
Ｒ
の
軌
道
下

を
潜
る
横
断
道
路
の
拡
幅
は
従

来
の
地
域
の
生
活
道
路
で
通
学

路
と
し
て
も
要
望
事
項
で
あ
り
、

Ｊ
Ｒ
軌
道
下
の
拡
幅
は
今
回
が

チ
ャ
ン
ス
と
考
え
る
が
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

Ｊ
Ｒ
の
軌
道
下
、
国
道
の
下

の
改
良
等
、
国
交
省
と
の
話
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

山根　張太郎　議員

質
問

　

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
活
動

に
本
町
は
何
を
期
待
し
て
い
る

か
伺
う
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

近
年
独
居
高
齢
者
、
認
知
症

高
齢
者
等
の
支
援
が
必
要
な
人

が
抱
え
る
問
題
が
多
様
化
す
る

中
で
地
域
の
生
活
課
題
を
可
能

な
限
り
地
域
で
受
け
止
め
ら
れ

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
に
は
地

域
福
祉
の
拠
点
と
し
て
相
談
支

援
機
能
、
健
康
づ
く
り
や
生
き

が
い
づ
く
り
を
行
う
社
会
参

加
、
交
流
機
能
な
ど
の
役
割
を

果
た
し
て
も
ら
う
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

質
問

　

福
祉
施
設
た
か
ら
は
災
害

時
、
第
一
次
避
難
所
に
指
定
さ

れ
て
い
る
と
思
う
が
耐
震
構
造

と
な
っ
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
カ
フ
ェ
た
か
ら
開
催

時
の
百
歳
体
操
時
、
コ
ロ
ナ
禍

対
応
で
、
広
さ
が
な
く
参
加
見

合
わ
せ
の
方
た
ち
が
い
る
。
さ

ら
に
宅
地
造
成
が
進
め
ば
対
象

者
も
増
加
す
る
。
２
０
０
㎡
位

増
築
す
れ
ば
、
手
狭
が
解
消
で

き
る
が
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

耐
震
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

１
４
０
人
収
容
可
能
で
災
害
時

対
応
は
で
き
る
。

　

カ
フ
ェ
た
か
ら
の
百
歳
体
操

時
の
手
狭
感
は
運
営
方
法
等
の

創
意
工
夫
で
対
応
で
き
な
い

か
。
暫
く
状
況
を
み
て
こ
れ
か

ら
の
対
応
と
し
た
い
。

東郡家地区
福祉施設

増
改
築
の
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が

町
長
／

運
営
方
法
等
の
創
意

工
夫
で
対
応
で
き
な
い
か

▲　私都川改良工事現場
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学
校
給
食
費

無償化は

町長/ 財源確保が容易ではない

質
問

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響

を
受
け
た
食
料
品
の
原
料
が
、

石
油
価
格
の
高
騰
で
値
上
が
り

す
る
中
、
物
価
の
高
騰
が
学
校

給
食
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
。

①
食
材
高
騰
な
ど
に
よ
る
学
校

給
食
費
の
状
況
は
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
の
給
食
費
へ
の
充
当
は
。

③
学
校
給
食
の
保
護
者
負
担
軽

減
の
た
め
の
補
助
制
度
を
取
り

入
れ
て
い
る
の
か
。

④
文
科
省
は
給
食
費
の
公
会
計

化
を
進
め
て
い
る
が
。

⑤
県
内
で
子
育
て
支
援
、
少
子

化
対
策
と
し
て
、
無
償
化
を
実

施
し
て
い
る
町
が
あ
る
。
本
町

の
、
学
校
給
食
費
の
無
償
化
へ

の
対
応
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
本
年
度
か
ら
小
中
学
校
で
一

食
あ
た
り
５
円
値
上
げ
し
た
。

②
給
食
費
の
５
円
値
上
げ
部
分

に
つ
い
て
は
、
臨
時
交
付
金
を

充
当
し
た
。

③
牛
乳
代
と
食
材
費
の
補
助
を

し
て
い
る
。

④
近
隣
の
動
向
も
見
な
が
ら
将

来
的
に
は
公
会
計
に
移
行
を
考

え
て
い
る
。

⑤
無
償
化
す
る
場
合
、
年
間
約

５
８
５
０
万
円
必
要
で
財
源
確

保
が
容
易
で
は
な
い
。　

質
問

　

新
聞
に
、
今
年
度
値
上
げ
し

た
４
町
の
う
ち
本
町
は
１
円
を

公
費
負
担
、
４
円
を
保
護
者
負

担
と
あ
っ
た
が
算
定
基
準
は
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

　

今
ま
で
値
上
げ
を
し
て
こ
な

か
っ
た
の
で
、
５
円
値
上
げ
す

る
こ
と
で
賄
え
る
見
込
み
だ
。

質
問

　

中
央
公
民
館
の
ト
イ
レ
は
男

女
の
入
り
口
が
一
つ
で
、
使
い

に
く
い
。

①
ト
イ
レ
の
改
修
に
つ
い
て
、

改
修
計
画
が
あ
る
か
。

②
正
面
の
石
段
の
真
向
か
い

に
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
あ
り

フ
ェ
ン
ス
が
張
っ
て
あ
る
。
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る

と
き
は
フ
ェ
ン
ス
を
外
し
て
、

町
民
が
便
利
に
楽
に
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
出
入
り
出
き
る
よ
う
に
改

修
し
て
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
中
央
公
民
館
も
改
築
を
含
め

今
後
計
画
に
盛
り
込
む
施
設
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

①
釣
り
下
げ
式
の
ド
ア
を
設
け

る
改
修
を
考
え
て
い
る
。

②
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、
コ
ー
ト

サ
イ
ド
の
部
分
は
通
行
可
能
だ

と
思
っ
て
い
る
。

質
問

　

資
産
の
有
効
活
用
、
利
用
の

低
い
公
共
施
設
は
、
用
途
変
更

や
そ
の
他
の
機
能
を
移
転
さ
せ

る
と
総
合
計
画
に
あ
る
が
、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
の
用
途
変
更
は
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

　

実
際
に
利
用
実
態
が
あ
ま
り

な
い
、
屋
外
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
も

含
め
て
検
討
し
た
い
。

中央公民館

ト
イ
レ
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
改
修
は

町
長
／ 

今
後
、
計
画
に
盛
り
込
む

栄田　秀之　議員

▲　中央公民館の利用率の低いテニスコート
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八頭町議会事務局（電話：72-3975　FAX72-2641　メール：gikai@town.yazu.tottori.jp）

応募方法：下記内容を電話・FAX・メールでお申込みください。

八頭町議会モニ
ター

募集期間：令和4年8月1日（月）～ 8月31日（水）

募集資格：

職　　務：

募集人数：10人程度

任期予定：２年
• 町内に住所を有する満18歳以上の人

• 町議会の仕組み及び運営に関心がある人

• 町政及び地域社会の発展に関心がある人

• 国会議員又は地方議会議員でない人

• 常勤の公務員でない人

（応募者多数の場合、選考させていただく場合があります。）

• 議会の本会議、全員協議会、常任委員会等のいずれかを傍聴し、

　議会運営に関する意見の提出

• モニター会議に出席し、町議会議員との意見交換

•「議会だより」及び「議会ホームページ」に関する意見の提出

募集

　八頭町議会では町民の皆さまと議会との結びつきを深め、議会のより一層の充実

を図るため議会への提言やご意見をお伺いする「議会モニター」を募集いたします。

皆様のご応募をお待ちしています。

氏　　名 住　　所

電話番号 生年月日

申し込みをした動機
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再
生

紙
と

環
境

に
や

さ
し

い

大
豆

油
イ

ン
キ

を
使

用
し

印
刷

し
て

い
ま

す

　

４
月
の
町
長
選
挙
を
経
て
、
３
期

目
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
吉
田
町
長
。

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、
未
来

の
八
頭
町
の
地
盤
と
な
る
よ
う
な
政

策
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

議
会
と
し
て
は
「
八
頭
町
公
共
施

設
等
調
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置

し
、
老
朽
化
が
進
む
施
設
の
維
持
管

理
、
更
新
等
を
調
査
検
討
し
て
参
り

ま
す
。

　

「
議
会
だ
よ
り
」
を
通
じ
、
八
頭

町
の
現
状
と
未
来
に
向
け
た
政
策
な

ど
、
町
民
の
皆
様
の
理
解
と
関
心
が

高
ま
る
よ
う
な
編
集
を
心
掛
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

 

（
記
：
緒
方　

陽
紀
）

委
員
長　
　

矢
部　

啓
祐

副
委
員
長　

川
西　
　

聡

委
員　
　
　

山
根
張
太
郎

委
員　
　
　

灘
口　

茂
郎

委
員　
　
　

川
西
美
恵
子

委
員　
　
　

緒
方　

陽
紀

委
員　
　
　

奥
田
の
ぶ
よ

編

集

後

記

歌で応援♪八頭町を元気に

紅葉の清徳寺

若桜鉄道車内

　八頭町を走る若桜鉄道やふるさとの森を応援する曲作り

をしているミンミン Chie といいます。

　わたしはこのミンミンという楽器に出会ってから曲作り

するようになりましたが週末にはいろんなイベントに参加

して八頭町をＰＲする曲を歌っています。

　若桜鉄道の応援ソングもこれまで９曲できました。今年

はこの９曲を１枚のアルバムにして鉄道ファンの皆さまに

お届け出来たらと思っています。

　微力ながらこれからも曲作りやイベント活動を続け八頭

町を盛り上げていきたいと思っています。

　八頭町議会の皆さまには八頭町の発展のために日々議論

を交わし、地域発展の為に尽力していただくことを期待し

ています。

～若桜鉄道応援ソング～～若桜鉄道応援ソング～

HOME8823、因幡船岡駅音頭、やすらぎの里八東駅HOME8823、因幡船岡駅音頭、やすらぎの里八東駅

カーネギーホーム丹比、若桜めぐり、こころのふるさとカーネギーホーム丹比、若桜めぐり、こころのふるさと

昭和号、柿色列車八頭号、深緑みどりの若桜号昭和号、柿色列車八頭号、深緑みどりの若桜号

Winter Glow（冬の若桜鉄道）Winter Glow（冬の若桜鉄道）

西村  知英子 さん

編 集 委 員

2
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2
2
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0

定例会・臨時会はケーブルテレビで
生中継しています

議会の傍聴をしてみませんか

一般質問は再放送もしています

議会、議会だよりに関する意見、ご要望をお寄せください。

TEL  0858-72-3975　FAX  0858-72-2641（議会事務局） 八頭町議会

※
議
会
だ
よ
り
の
発
行
は
2
月
、
5
月
、
8
月
、
11
月
の
年
4
回
で
す
。

※ 議会だよりへのコメントの掲載を希望される方を募集しています。詳しくは議会事務局へ

お問い合わせください。
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